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立111蕊荼羅の絵解き再考
一芦餅寺宝泉坊衆徒泰音の「知」と御絵伝（立山此荼謡）招祐に沿眼して一
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はじめに

近年喰者は、芦餅寺宝泉坊の古文 ，l団史料を分析し、

江戸時代後阻、 同坊衆徒の布教活動によって、 立山

伍仰は商人や職人、 下級武 —I:らのI.!足民彬にだけでな

く、 江戸城のl'Jd係者なと近世身分制社会の泣上培の

人々にも受け入れられていたことを指摘している。

宝泉坊とかかわりが見られるのは、 江戸硲府第11

代将軍徳川家斉の夫人の広大院に仕えた御年寄の大

奥女中ら をはじめ、 江戸硲府第12 代将軍徳川家炭

にイI:えた上脱御年寄の山野井、 さらに硲末期には、

江戸硲府第13 代将軍徳川家定の夫人の天即院筋姫

や側室の悶倹院、 江戸ぷ謡f第14 代将軍徳川家茂の

夫人の塁女和宮、 彼女たちに仕えた大奥女中 らで

ある この他、 硲政を担う松平乗全のような老中

や徳川御三家、 安芸広島ii梓浅野家、 加賀金沢湘1i1i

田家らの語大名家、 さらには 徳川家密提寺の伝迎

院とのかかわりも見られるし

さて本-ti'品は、 江戸の村t那瑞でこうした幅広 い階

培の人々に立山伝仰を広めることができていた 、

宝泉坊衆徒の 「知」について、 衆徒が行っていた立

山位荼嵌を用いての勧進祈動 の実態や、 宝泉坊の

蔵淋などから、 若干の考察を試みるものである，

1 • 立山曼荼羅の絵解きに関するイメ ー ジの形成過程

立山位荼羅の研究史 ＇ を検討すると、 それに描か

れた[:メl像・構図 · 題材と なる物語などについては、

先学点氏による多くの研究成果が見られる。 だが、

それらのなかで示された:,:山父荼羅の絵解き布教の

イメ ー ジや絵解き内容は著しく固定的といえようっ

すなわちそれを具体的に説明すると、 立山竺荼蹄

には「i/山開山緑起」、 「ヽi�山地紐」、「立山浄土」、

「ヽク：山抑定登山案内」、「；；；前寺布湘祠 I'. 頂会」 に 1処する

図像が描き込まれており（作品に よっては「芦il�f寺

布湘社if l月会」 のl'J.l像がない楊合もある）、 立山衆徒

が立山父茶羅を絵解きするときに、 これらを話題と

して晶ったとする、 きわめて固定的かつ平板的なイ

メ ー ジである，

その渦湛を辿ると、 立山位荼羅に1周する論文とし

ては戦後初とな る沼跨必氏の「立：山佑仰と立山父荼

羅」（「仏教芸術 第68 号」仏教芸術学会紺、 1968

年）のなかで、 すでに沼氏によって立山ヽ位荼羅がそ

の内容に「立山のIJf.J山緑起」 、「 布柏大村nm法要」、

「立山地紘」、「（立山）浄上」の図を持つことが指摘さ

れている，

さらに、 芦l附寺大仙坊の佐伯幸k氏の立山位荼甜,:

の絵解き布教に関する口説が、 のちの研究者に活用

され、 1970 年代 1前半から先述のイメ ー ジが次第に

将及していったと思われる，

佐伯氏の芳性「立山伍仰の源流と変造J (立：山神

迫本院、 1973 年）は、 片餅寺雄山神社の宮司として

の立楊で池されており、 芦iliif寺の伝承泣録位といっ

た性格が強い， 佐伯氏 は宿坊家の出身であったが、

松ガIS瑞での廻松配札活動の経験はなかった c だがこ

の孜心には、 佐伯氏本人が、 愛知県の柏）]IS拗で衆徒
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として活動した父や祖父、 あるいは村内の他の宿坊

家の人々から伝え 1月かされたと思われる廻松配札活

動の内容や、 自坊での配札に対する澁準伽について

のlli-Jき此え、経験談などが記されている。そして、 立

山此荼薙の絵解きについては 次のように記している。

「布教地の町や村に沿くと先祖以米の 一 定の信者

宿があり、 そこで「立山様」がこられたと布達され

て当夜梨まつてきた人々に四輻対の立山父荼羅絵を

床に掲げて、 立山 1月山緑起と地駄極楽勧善懲悪の法

話、 それに中宮寺姥滋の女人救済彼岸往生の 一 条を

物語り、 立山之！序さと怖しさを語って夏季の立山登

山を勧説する。 ことに「生きて地紘極楽を此の眼で

見、 弥陀如来、 勢至菩薩、 観音菩陸三!(クの御来迎を

拝み得るは天が下には、 わが越中立山あるのみ」と

強，•関する。 そして山麓芦絣寺の秋の彼i泣中日の布柏

泄頂会の緑起を詳述して「女人の罪l笠消滅し即身即

仏、 極楽往生の唯一不二の大··J;:なりjと説く。 立山

の神札、 火の札、 牛馬の守札、 投蚕の守札、 牛王札、

雷島札その他を全戸に配札する。 そして死者に着せ

る経衣を宿に予托して、 翌日次の町村へ出立するの

である。」

芦前寺旧宿坊家の神主が語る上品の内容が、 のち

の研究者のあいだで、 立山泣荼羅の絵解きを語ると

きの甚本的な内容として、 大きな彩愕を与えていた

と思われる。

その後、 1970 年代後半には、 固文学者の林雅彦

氏が立山此荼紐を体系的に調査し、 その過程で岩前

寺宿坊家の延命院から「立山手引京」（滋水7年3月

〔写本J、 岩餅寺延命院玄ii'戸苫写、 岩前寺延命l浣文

杏）と題する立山笈荼羅の絵解き台本と思しき写本

2冊を発見した。 これが立山信仰史研究の分野にお

いてエポックメ ー キングと なったこ とはt:IJ;盗いな

し‘
゜

当時、 立山汝荼薙を絵解き研究の観点で考察しよ

うとする動向はすでにみられたが、 その際、 現存す

る絵解きを口承文芸として調査・研究することに力

が注がれ、 立山父荼羅とかかわるような古文占史科
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を調査・ 検討しようとする試みはほとんどな かっ

た。 そこに、 絵解き研究史上も画期的なこの発見が

なされ、 立山虻荼羅を絵解き台本を通して分析する

ことが可能となり、 国文学からの研究手法が確立さ

れた。 また、 当時はまだ芦餅寺雄山神社宮司の佐伯

幸長氏や富山市 ・ 円隆寺住職（芦l耕寺泉蔵坊）の佐

伯秀胤氏"、 魚津市 ・ 大徳寺住職の佐伯スズ工氏ら

が立山位荼羅の絵解きを継承・ 実涼しており、 こう

した状況も国文学の研究手法で立山袋荼羅の研究を

進めていこうとする研究者たちへの、 後押しとなっ

ていたようである。

1980年代に入ると林氏は、 それまでの立山父荼

ぷ祉諸本及びその絵解き台本「立山手引窄」について

の 一 辿の論文りを集約した「妍補日本の絵解き一森

料と研究」（三弥井芥店、 1984 年）を 刊行したが、

それには詳細な立山伝仰関係文献目録が収録される

など、 この時期までの研究史の整理と、 伝来する立

山没荼羅のデ ー タ益理が綿密に行われており、 これ

によ って立山位荼 羅研究の基盤が確 立したと いえ

る。

林氏は同 ， 1r-のなかで、 先学研究者の説も踏まえた

うえで、4輻l対の立山没荼羅の絵解き内容は概ね、

(A)「立山1-!l」山緑起」、(B)「 立山地飲」、(C)「立山浄

土」、(D)「芦隙寺布橋大泄頂」、(E)「立山押定案内」

の5つ から成り立つと指摘され、 また、「立山手 引

京」の内容も 、 上記の(A)(B) (C) (E)で成立してい

ることを指摘されている。

こうした 状況のもと、 1980年代には林氏の研究

に触発されたかのように、 炭甘仰誡「立山蛤荼羅の概

説」 (1982 年）、 同「絵解きへのアプロ ー チ 立山

袋荼羅」 (1982 年）、 佐伯立光「立山餘荼羅図に見

られ る立山信仰の世界」 (1984 年）、 佐伯幸長「立

山信仰講話J (1984 年）など、 立山袋荼羅の絵解き

に関する論文が刊行されている。

1990年代には、 林雅彦氏が「立山 手引草』を活

用して立山坐荼羅の絵解きシナリオを作成し、 窃山

県（立山
t
惑物館］主催のイベントで 、 立山曼荼謹の



絵解きを実派した ' 0

2000年以降は林雅彦氏によっ て、 立山及荼羅の

絵解き口派の台本が刊行され ：.＇、 また窃山県［立山

栂物館］舘長の米原突氏もDVD版 ·VHS版「米原突

の絵解き 立山位荼趾（口派： 米原箆、 監修：林雅
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彦）」 (2008年）を刊行した心

2005年には筆者も、 立山位荼羅の内容を先述のA

からEの区分を活用 し て解説した、「立山父荼羅

絵解きと伝仰の世界』(2005年）を刊行している。

2. 『立山手引草』 の制作環境と立山曼荼羅

林雅彦氏は 、 岩餅寺 延命院所蔵の「立山手引草J

（写木2冊）が立山 位荼紐の絵解き台本と思しき史

科であることを指摘され た。 この第2冊の奥性に、

「千時嘉水七寅年三月下旬写之 、 主延命院玄ii'「苫之、

常什物」と品されている ので、 延命院玄泊が硲末に

既存の文漱（形態は不明）を代写して制作したことが

わかる。

澗作者の玄梢ぱ、 いったい何の目的でこれを占写

したのだろうか。誰かが立山没荼羅を絵解きする際、

この冊本がテキストとして用いられることもあった

のだろうか。 あるいは、 実際に誰かが行った立山位

荼羅の絵解きを品緑したものなのだろうか。 そのオ

リジナルは誰が制作し、 所持及び活用していたもの

であろうか。 このように「立山手引草』に関するい

くつもの疑問がわいてくる。

芦航寺の宿坊家には伝来例がない立山父荼羅の絵

解き台本が、 岩Jlljj'寺の宿坊家で発見されているにも

かかわらず、 岩餅寺ー山及び宿坊家の衆徒と立山姶

荼羅のI渕係についてはほとんどわかっていない。 そ

もそも岩11併寺宿坊家に現存する江戸時代の立山曼荼

羅は玉林坊の作品1点だけであ り、「 立山 手引京J

を所蔵する延命院にも伝来していない。

文政期頃から一 部の岩餅寺宿坊家の衆徒たちが、

加賀湘領国外の芦絣寺宿坊家の既存の松那瑞を保犯

し、 そこで出淵l阪やそれから派生した廻柏配札活動

を行うよ うになった; I 。 其1本的に は、 文政2年

(1819) に中迫坊 ・ 玉蔵坊 ・ 六角坊が越後国で、 文

政 5 年 (1822) に明呈坊 · 円林坊が美浜国で、 文政

6 年(1823) に玉蔵坊が美談国で、 同年 (1823) に明品

坊 ・ 円林坊が尾張国で 、 文政 7 年 (1824) に多質坊·

六角坊が越 ,w国で、 天保 2 年 (1831) から惣持坊・般

若院が1面農国で、 勧進活動を行っている。 なおこの

頃、 意外なことに延命院にはこうした活動は認めら

れず、 同坊が立山坐荼薙や『立山手引匹t」を保持す

る必然性は、 岩諒寺の先述の宿坊家ほど、 なかった

ように思われる。 先述の岩餅寺衆徒たちはこうした

加賀湘領国外での勧進活動を行うにあたって、 芦餅

寺衆徒のように立山蕊荼羅を持つようになり、 それ

を絵解きしていたことがわかっている。 これらの布

坊家は、 柏那拗では旧米よりなじみの深い芦絣寺的

な勧進活動に対する孟要があり 、 それに対応するた

め慈識的に芦餅寺の立山及荼羅に頬似した作品も制

作し絵解きしていたようである。 特に中迫坊につい

ては越前国で配札を行い、 立山父荼羅を用いて布教

活動を行っていたことが確認できる。 その際、 立山

及荼羅を早、急に調逹する必要があり、岩絣寺衆徒が、

芦餅寺宿坊家が保持する立山袋荼羅の絵柄を校倣し

たり、 ときには盗んでいったこともあったという。

こうした芦餅寺ー山と岩IIJJ'i'寺ー山のあいだで生じ

た立山信仰の宗教権利、 そのなかでも特に廻枕配札

活動にかかわる争論に対 して、 天保4年 (1833) 、

加賀滞公:•J;:場奉行で両111弁寺衆徒が呼び出されて直接

対決をするところとなり、 最終的には芦餘寺側が勝

訴した。

ところで、 加賀湘公··J;::t;); 奉行での詮議の際、 湘当

局は芦餅寺 ・ 岩餅寺双方の関係者を呼び出し、 岩餅

寺側に対して溜鎖国外での勧進活動の件について吟

問したが、岩餅寺側は当初その事実を認めなかった。
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しかし、 芦1耽寺側が加府に収集した証拠を湘当局か

ら示され、 岩 1耽寺側は窮地に陥り、 溜の叱真をうけ

ながら、 他国での出j;f.]I似の開催や立山此荼羅の使用

の·J;:実などをしぶしぶ認めている つ このようにi全泌

の際、 岩餅寺側が湘に対して白寺の勧進活動の正当

性を . -3も弁明せずに、 むしろI応し辿そうとしたの

も、 それに対する泣法性を本人たちがlliもよく認、，；設

していたからに他ならない

さて、 玄泊がf立山手引京」を；t·IJ作した）；i水7年

(1854) の頃は、 岩前寺 ー 111が、 芦 ii併寺 ー 山との立

山信仰の宗教権利にかかわる）ミ保 4 年 (1833) の裁判

に敗れて、 支配湘の加質湘から、 ぷ梓領国外の国々で

の出!Jf.J転及び立山父荼禅の絵解き布教はfri父禁され、

またぶ炸領国内での出開似についても、 これまでとは

俣なり、 立山山中あるいは岩iltj,巧r,様内地の諸党舎な

どのよほど大がかりな修復·F菜でもない限り、 容易

には許11Tされなくなっていた時測であるc

なお、 天保 4 年 (1833) に下された判決では岩餅寺

ー山の活領国内での廻オ札配札活動については全く且

及されていないc それゆえか、 岩餅寺在坊家の 一 部

は犬保 4 年 (1833) 以降も、 湘領国内で廻才','団配札活動

を行っていた.. 具体例として、 中迫坊には、 弘化2

年 (1845) の廻杞配札活動を某本に茄永 4 年 (1851)

の分までを，いき加えたf加·J+i石川郡廻柏牒jが残っ

ており、 その内容から同坊が天保 4 年 (1833) の判決

以降も、 ぶ梓領国内石川郡で廻柏配札活動を行ってい

たことがわかる， ただし、 この柏那似には 「弘化四上

ル」とか「以；水二上ル」といった晶設が多く兄られ、

どうやら中追坊の廻柏配札活動は、 芦l研寺衆徒が毎

年定期に行った伝銃的な廻杭配礼活動とは異なり、

ー過的な性格が強いものであったようである。 やは

り、 天保 4 年 (1833) の判決以降、 岩絣寺の各伍坊

家は根本的には廻柏配札活動には柑i極的にならざる

をえなかったと考えられる。

このよう出 1片jl阪や配札が著しく規制された岩餅寺

布坊家にとって、 茄永 7 年(1854) のばともなれば、

立Lil'此荼羅は、 勧進活動で国外に進出していた文政

58 

期の時ほど、 必要なものではなくなったと考えられ

る。 それどころか保持しているだけであらぬ疑いを

受けるおそれもあり、 芦前寺ー山が加賀湘から岩前

寺側の勧進活動において泣法行為を見つ け次第、 注

進するように申し設されていたので、 立山此荼羅は

保持することさへ憚られるような代物となっていた

のであろうe 現在、 岩銃寺宿坊家の立山此荼禅で江

戸時代の成立と思われる作品が、「王林坊本」のI

点しか確認されていない理由もそのあたりにあると

考えられ知

玄梢は、 文政）閉頃に岩誼寺衆徒の誰かによって実

祇された＿ヽ,·.山位荼ぷt'ilの絵解きに関する台本か下井き

のようなもの、 あるいは外部から入手した芹1lri1'寺衆

徒の絵解きにl¼1する何かなと、 そうしたもののいず

れかを単に；1;: 写するだけでなく、 内容もある程度整

理しながら「立II」手引窄jを iiiり作したものと思われ

るe しかし当時の時勢からすると、 玄栢は「立山手

引1'?」をI!I]、 実用と考えていたとは思えず、 むし ろ

絵招きの一 ·F例を後世に伝えるための品録として制

作したのではなかろうか。

玄: i i ';-には r立山手引京』の他に 、 同本と阿じく嘉

永6年 (1853) の「立山緑起 沙l"J玄泊台院 第三

五lilt之内』や安政2年 (1855) 且山小緑起 ー谷

沙門玄祐台房 第三 五冊之内』、 安政2年 (1855)

頃の［御絵此知 炎、 立山手引亨．（仮題） 玄ii'i', 1 只之』、

r 、,'U.I DfJ軋ぶぶ仏略緑起附タリ便i1it』などの抒作が兄

られ、他の衆徒と比べ旺盛な執''fi: 意欲が認められるe

『立山手引信』はそうした玄ii'iの性格から生み出さ

れたものであろう，

さて、 以上、「立山手引,·;,:』 の内容そのものでは

なく、 むしろ制作1呼屎などを考疾してみた 先述の

とおり、 林雅彦氏はこの「立山手引:;';'(Jの内容を品

に立山低荼羅の絵解きを1t元され、 さらに近年は米

原筵氏がー、,_: 山父荼羅の絵解きを実i斑し、 それを収録

したDVDソフトも販元されている。 喰者も各所で

立山虻荼羅に関する講派を行っているが、 その際、

主催者側の要望から涼迎に「立山此荼羅の絵解き」を



称えることも多々ある。 ただ筆者の楊合、 実際には

パワ ー ボイントを使った、 いわゆる立山父荼羅の図

像解泌や物晶解況を淡々と行ってVヽるに過ぎない，

ここで問題なのは、 現在、 立山父荼屈屈の絵解きに

かかわる人々は、 研究者かあるいはその周囲の人々

であることが多いため、 いずれも立LIi:辿荼羅に描か

れた物品の内容を、 そこに描かれた図像の況明を通

福江 充／立111・込荼罹の絵ll� さ再名

して、 ひとったりとも余すところなく解説しようと

している点である。 それは、 私自身にも当てはまつ

ている，しかし、江戸時代の立山此荼羅の絵胎きは、

本当にそのような絵圃の総合鮒説的 · 画ー的なもの

だけだったのだろうか。 もう少し絵解き内容に輻が

あったのではなかろうか。こうした疑問を持ちつつ、

さらに論を進めていきたい，

3. 宝泉坊の栢家にみられる身分の多様性と老中松平乗全の立山曼荼羅

硲末期、 宝泉坊衆徒の秦音(i叩磁 • 佐伯小弐• 佐

伯大弐• 佐伯左内、 46 世 ・ 1827-1897 年 ．．＇斧年70)

と穂剥（佐伯永丸、 47世 ·1849 -1920年. \£ 年71)

の汲子は、 征年開Ii! 期に江戸の杞那楊に赴き、 3-

4ヶ）1の滞在期間中に府内の柏象 を巡回し、 立山信

仰を布教した"�

江）—iは日本の政治や経済の中心地で、 世界有数の

巨大都市であった。 それを反映して、 当時宝泉坊が

抱え てい た柏家た ちの地位や身分は実に多様であ

り、 硲 lllrl 大名を含む諸大名や江戸詰めの活士、硲臣、

坊主衆、 裔人、 職人、 さらには他宗派の宗教者や遊

廊新 ， ’了原の1月係者、 老女を含む 江戸城大奥の1趾係者

などもみられるc

このような状況のもと、 宝泉坊は三河国西尾湘松

平（大給）家を柏家としていた 同家は、 江戸時代

後期に釆完（第 12代滸主）． 釆迎（第13代浙主）． 釆

令（第14 代滸主）と＝人の老中 を·:代出した硲畢lの

名門である このうち釆筵． 乗全視f、 さらには釆

全の弟で第15 代湘主の松.,砂栢秩らが立山権現を匝

＜仏仰していたのだが、特に釆全（官職名は和呆守、

1794-1870) は1祭立っており、 自喰の作品を含む何

点もの絵画や石灼箆、 鉦などを宝泉坊に寄進してい

る C 乗全は第14 代西尼浙主で、 天保11年 (1840) に

家仔を相祓したのち、 硲府の役戟である炎者番や寺

社奉行、 大坂城代などを歴任したっ さらに弘化2年

(184 5 ) から安政 2 年 (1855 ) までと、 安政 5 年

(1858) から万延元年 (1860) までの二度にわたって

老中駿を!li/1め、 硲政の実力者として活趾したc 特に

二度目の老中載在任中には、 大老井伊直弼とともに

安政の大紘を返行したことで有名である。 ー方、 乗

全は文武に似れ、 ，lj: 画 ・ 謀歌 ・ 茶近・1趾語・ 弓馬 ・

剣術などを得意とした。 また、 学問所や医学研究所

の済生館を設立したり、 洋式砲術などを早くから祢

入 · 実用化するなど、1井j明的な性格であった。 とこ

ろで、 宝呆坊衆徒の泰音が、 江戸での宗教活動につ

いて品した硲末期の廻柏日，記似を位't: む と、 その実態

がかなり具1本的に見えてくる。 それによると、 西尾

湘の浙邸は芽楊町に上！丞敷 （現、 東京証券取引所の

楊所）、 木挽町に中極放（現、 歌舞伎座の拗所）、 深

川に下屋敷があった。 そして秦音がこれらの湘邸を

布教に訪れた際には、 乗令や乗秩本人らが必ず面談

してくれている., 彼らの関係は身分を越えて不思議

なほどに浪密だった， また、 ぶ＃主の釆全や釆秩が宝

泉坊の村，渇家なので、 屋敷に住む家族や愛妾、 家臣、

女中にいたる全ての者が宝呆坊の柏家と なってい

る。 だから秦吝は、 滸邸ではいつも匝遇を受けてい

る。

こうした宝呆坊との師松関係から、 乗全は安政5

年 (1858) 、 おそらく当時宝泉坊が所持していた既存

の立山此茶羅を参考に、 自らがプロ頷負けの技法で

それを校写し、 新たな立山坐荼羅すなわち本作品の

「宝泉坊本」を制作した， その際、 表装については、

江戸硲府第13 代将軍徳川家定に事111iに中し伝えた

うえで、 かつて釆全が将軍世子の徳川災福（のちの
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江戸硲府 第14 代将軍徳川家茂） から拝領して保持

していた衣服を解体し、 その布を表其に使用したと

いう。 完成した立山位荼羅は安政 5 年 (1858) 12 月

15 日 に宝泉坊に寄付された。 その後の文久元年

(1861) には、 この父荼羅が江戸城本丸や二の丸、 徳

川御三家のうちの尾張滞邸、 紀1-1、1溜邸、 そのほか加

賀浙邸などに顛々に狩し出され（江戸城本丸と二の

丸は 4 月21 日~ 5 月 6 日、 尾張溜邸と紀州蒲邸は

5 月 9 日 -5 月 20 日 、 加賀湘邸は5 月 25日・ 5 月

26日）、 江戸硲府第14 代将軍徳川家茂や天蹄院駕姫

をはじめ、 澁大名たちのあいだで礼拝 ・ 鑑‘政されて

いる。 また、 そうした蔀脱な経歴をもつ父荼薙なの

で、 芦1妍寺ー山は、｝必応 3 年 (1867) 、 加買溜寺社奉

行に対して、 当時の加賀第14 代溜主前田｝必寧に も

礼拝・ 鑑政していただきたいと願い出ている。

4. 宝泉坊衆徒泰音の御絵伝（立山曼荼羅）招請

4-1. 宝泉坊衆徒泰音の廻桓日記帳

立山父荼羅を用いての勧進活動について検討する

際、 唯一現存する立山及荼羅の絵解き台本と思しき

「立山手引草」 は、 i立も有効な古文内：史料であるこ

とに1/�J辿いない。 しかし、 それだけで全てを語るこ

とぱ困難である。

例えば先述した が、 立山此荼羅には「立山IJ;J山緑

起」、「立山地狐」、 「立山浄土」、「立山禅定登山案

内」、「芦餅寺布橋樅頂会」に関する図像が描き込ま

れており、 立山衆徒が立山位荼羅を絵解きするとき

に、 これらを話題として函ったとする 、 きわめて国

定的かつ平板的なイメ ー ジは、 実際にどこまで本当

だったのか、 あるいはどういったところが迫ってい

るのだろうか。

こうした疑問に対し、 筆者は、 衆徒の廻松日品板

が何らかの有益なl'i'i報をもたらしてくれるのではな

いかと考えた。 なぜなら、 そのなかに立山位荼羅の

活用現拗に1処する記叔が多数見られるからである。

「立Llt手引布」 が、 衆徒の勧進活動で実際に 活用さ

れていたものなのか否か、 あるいは文学作品として

や、 過去のある衆徒の実板品録として残されたもの

の、 ほとんど活用されることはなかったものなのか

否か、 その判断はきわめて難しいが、 だからこそ、

r 立山手引京」の史料的限界を補うため に廻松日品

転の分析は必要不可欠である。

芦JIり
f

f寺旧宝泉坊には、 同坊の衆徒・泰音が 江戸(1
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冊だけ明治期の能登）の松那拗での勧進布教活動に

ついて記録した「廻杞日品帳」が多数残っている。 そ

こでそれらを題材として、 まず、 そのなかから泰斉

が立山蛤荼羅を使用して行った勧進活動にl渕わる部

分を全て抽出し、 デ ー タベ 一 ス表を作成した（第1

表）。 以下、 それらの内容を多面的に分析していき

たい。

その際、 分析対象とした「廻板日記1阪」は次のとお

りである。 安政 2 年 (1855) 「奉納板 越中1司立山宝

泉粕舎J (個人所蔵）、 安政5 年 (1858) 「受納記 越

中立山宝泉粕舎」（個人所蔵）、 安政 6 年 (1859) 「配

札日品帆 越中州立山宝泉籾舎控」（個人所蔵）、 文

久元年 (1861) r枕那廻日；；已 越中国立山宝泉粘舎控j

（個人所蔵）、 文久 3 年 (1863) 「杭那廻日品 越中国

立山宝泉粘舎控」（個人所蔵）、 元治 2 年 (1864) 「杞

那廻勤板 越中立山宝泉籾舎控」（芦餘寺雄山神社

所蔵）、 慶応 3 年 (1867) 「松波羅密 越中立 山宝泉

坊控J (芦餘寺雄山神社所蔵）、 明治元年 (1868) 「松

那廻日記』（芦絣寺雄山神社所蔵）、 明治元年 (1868)

r 枕那廻日品」（芦餅寺雄山神 社所蔵）、 明治26 年

(1893) 「立山；り作社巡廻窃 能登国J (芦餅寺雄山神

社所蔵）。

4-2. 立山曼荼羅を使用した勧進活動の実施回数

廻柏日記板ごとに、 廻松期間と期間中に実施した

立山父荼羅を活用した勧進活動の回数を調べたが、



その実態は次のとおりである。

●安政2年(1855)の廻松日記転

安政2年12月2日出立、安政3年5月8日紺沿。17

回（安政3年2月12日～同年4月2日）。

●安政5年(1858)の廻·松日品転

安政5年11月25日出立、 安政6年6月13日帰沿。41

回。 ただしそのうち11回は当初予定されていたもの

の実際には行われておらず、 したがつて30回（安政

5年12月7日～同6年5月16日）。

●安政6年(1859)の廻柏日品 I阪

安政7年3月28日出立、6月13日姑約。30回。ただ

しそのうち5回は当初予定されていたものの実際に

は行われておらず、 したがつて25回（安政7年11]3 

月27日～同7年5月22日）。

●文久元年(1861)の廻柏日品板

正月13日出立、 紺沿日の記叔は見られない。33回。

ただしそのうち4回は、 宝呆坊衆徒泰音が松家に依

頼し、No.04-24広島湘桜田屋敷、No.04-27江戸城本

丸・ ニの丸、No.04-32尾張溜市ヶ谷届敷•和歌山湘

赤坂厨敷、No.04-33加賀藩本郷屋敷に立山泌荼羅が

持ち込まれたもので、 泰音自身が行ったわけではな

ぃ。 したがつて29回（文久元年正月26日～文久元年

5月26日），

●文久3年(1863)の廻松日品転

2月6日出立、8月17日帰沿。38回（文久3年3月

5日～同3年5月38日）。

●元治2年(1864)の廻枕日品転

元治2年正月22日出立、7月29日姑沿 。48回（元治

2年2月1日～同2年7月28日）。

●慶応3年(1867)の廻松日品1p}i

炭応3年3月12日出立、8月20日紺沿。41回(I必応

3年4月24日～同3年7月25日）c

●明治元年(1868)の廻柏日品転A

明治2年(1869) 1月22日出立、6月5日'l、iti沿。10回

（明治元年正月23日～同年5月24日）。

●明治元年(1868)の廻秋日品躯B

明治2年(1869) l月22日出11..:、 6月5日姑沿。10回

鉗江 允／立iii•及茶羅：の絵鮒さi恥老

（明治元年2月 4日～同年5月23日）。ただし明治元

年(1868)の廻柏日品板Aの内容と4件の重役あり。

以上の内容を見ていくと、 宝泉坊が三河国西尾湘

主の松平乗全から立山父荼羅を寄進された安政5年

(1858)頃から回数が増加し、さらに江戸城や諸大名

家 で宝泉坊の立山此荼羅 が回認された文久元年

(1861)以降も若しく姻加している。 その後、明治に

入ると回数は激減している。

この状況は、 先述したように、宝泉坊が当時江戸

硲府老中であった松平乗全から拝領し、さらに江戸

城や諸大名家でも回 認された特殊な経歴の立山蕊荼

羅を、 廻杞の際に格別な寺宝として和'l極的に喧伝 ．

活用していたことの表れであろう。

4-3. 立山曼荼羅を示す呼称

宝泉坊衆徒の泰音が立山位荼羅に対して用いてい

た呼称を品］べたが、 その実態は次のとおりである。

No.01-01他「御袋荼羅」 、No.04-24「御虻荼禅様」、

No.06-01「'如荼羅」、No.01-06他「御絵伝」、No.09-01

他「御絵伝様」、No.02-17他「絵伝」、No.01-02他「立

山御絵図」、No.01-13他「御絵図」、No.09-04他「御絵

図様」、No.06-48「立山様」などの呼称が見られる。

全269件中、「絵伝」が48件で披も多く、 次いでわ

ずか の差で「絵図」が46件、 「袋荼羅 」が13件となっ

ている。 岱音にとって立山父荼i砒は立山l*-l山佐伯有

頼（慈典上人） の行状を描いた「絵伝」や「絵図」であ

ったのtころう。 その反面、 地駄· 極楽図としての慈

哉はや や希i喉なような気がする。

4-4. 立山妥荼羅を使用した勧進活動を示す呼称

泰音が、 柏家での立山此荼羅を使用した勧進活動

に対して用いていた呼称を調べたが、その実態は次

のとおりである。

No.01-06他「御絵伝 ，�i'i待」、No.01-07他 「御絵伝弘

通」、No.01-12 「御絵伝掛に参り」、No.01-13他 「御

絵伝招両'j」、No.02-16他「御絵図弘迎」、No.02-17

「絵伝弘通J、No.02-36 「御蕊荼羅招泊」、No.03-01
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他「御絵伝礼拝」松平来全の届炊、 No.05-04 他「御絵

図招』'j」、 No.02-23他「招山」、 No.06-48「立山様御懸

じ（懸事）」などの呼称が見られる :•Io

「招，； 11i 」が105件、「 ，�1 'J待」 lOI が 6 件、 「弘通」か28 件

見られ、 泰音については、 松家での立山父荼晶面を使

用した勧進活動に対しては、

することが多かった c

「招計j」や「弘迎」と呼称

4-5. 立山曼荼羅を使用した勧進活動の儀式内容

泰音が柏家で立山位荼禅を使用してどのような儀

式を行っていたのかを瀾べたが、

おりである。

その実態は次のと

No.02-14 「石井徳左衛門殴御絵伝二参り， 中食頂弘

迎之']鯰夫より仏前勤候。 又夫より御絵,;iりにおいて

渚家(1字欠拍）茶廻向仕候·Ji'.。 姶より夕飯故。」

No.02-21 「本所即源寺へ御絵伝泊待二参り。中飯故、

寺仏i1ri念仏 （以下欠拍）夫より絵伝三拝、 次二経、

次念仏唱（ 以下欠拍）、 懺悔戒授、 次十念授、夫よ

り自由也。」

No.02-30 「昼後より寺嶋円蔵殴招砧二 付参りっ 御絵

伝怖附いたし c 夫より廻向仕候
．＇恥」

No.02-31 「浄土宗西岸寺江招泊二付参り。（中略）

夫より本党、 寺I嶋氏等世話二而絵伝掛候·F。 夫より

少々勁、 念仏唱、 梱説は束上玉沙汰王咄 、 彫刻釈迦

如来之咄、 其外色々御咄仕候。」

No.02-36 「深川中御）丞放内沢田徳兵衛様へ御此荼羅．

招詞り二付参り。 仏iJり廻向仕， 夫より弘辿常之通り』

No.03-05 「深川若殿様御奥様へ御目見。 夫より御物

兄二1'1-1御額分庄届方参り候二付、御絵伝弘辿いたし、

家中共参詣いたし。」

No.03-08 「渡辺円斎様．品照院不昧妙鏡大姉法·F廷夜

二付、 御絵図井涅槃像懸ヶ御親頷方へ参澁二付、 演

泌いたし。」

No.03-18 「三浦志／＇衿守御内石井徳左殴招，泊二付参り',

戒名ーノ：：説上候。」

No.03-20 「沐浴、 白衣二而、 約品之迎り大隅守様へ

上ル。 御絵図招，泊二付、 尤涅槃像仕り上り、 御加持
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申上候·F o 」

No.03-26 「伊勢Ill]噂［田届彦四郎殴招証り二付参り。 泊

り。 其夜、 念仏。」

No.03-28 「沐浴いたし、 白衣改、 松平和泉守梯へ参

殿仕、 御絵図招訊i二付参り。」

No.04-06 「仏母庵招泊砂参り。 寡明師廻向仕、 夫

より位荼嵌崩二□ (1字欠祖） 仏回向、1敗海）成、 夫

より十念授与、 夫より演況いたし』

No.04-11 「j•,':j砂届平吉方へ招両＇泳付参り御絵図掛ル。

廻向仕候。」

No.04-17 「愛宕下大沢肥袖守様招晶休付参り， 神前

ば，●,: 1i1i廻向、 次二弘通いたし。」

No.05-16 「三河屋文七殴へ招 ，；1'泳付参り泊りc 一日

法淡御座依·Ji:。」

No.08-10 「御住居様御暇者登り、 神前仏,iり拝、 御及

陀羅掛夫々様拝被遊餃事。 仏法イ［りたとひ御噺申上候

·Ji:。（中略）六根返之御 l咄し申上候·J五」

以上の内容から、t1店裟での泰音の法要のあり方と

して、 まず第 ーに、 仏 1月かあるいぱ神棚がある部屋

に立山父荼i龍を掛けて、 仏0り('.如前） あるいは神前

で廻向 Iii 及び成名の説み上げを行うことが一般的な

かたちであった。 茶牌廻向を行っている•Jf.例も見ら

れる c その後 、 立山袋荼羅が弘、通された コ さらに、

その揚に応じて念仏や加持 12> 、盗＇し経13 >、立山位荼羅の

礼拝、 懺悔戒の授与、十念の授与 1-1• などが行われた c

法要の披後に演説・説法が行われている。 なお、 松

平和呆守ら大名届敷などを訪れる際には加j1jに沐i谷

し比） 、 白装束に沿替えて出かけている。

ところで、 問辿はこの「弘通」の用謡が指し示す其

休的な内容であるが、 それが狭義の意味で立山曼荼

羅を使用 した絵解きそのものを指し示しているの

か、 それとも広必の絃味で、 仏1°i1i廻向を済ませたの

ちの、 念仏、，］元経、 加持、 さらには演説・説法など

も全て含んだ法要を指し示しているのかは 、 なかな

か判別が つき難いところである。 喰者はおそらく

「弘通」の用品は両方の絃味を持っており、 その場に

茫、じて使い分けられていたと考えている。 例えば新



規の杞家（例えばNo.04-08 の三河／冦長三郎）の求め

に応じ、 あるいは 、 どうしてもおきまりの立山閲山

緑起の話j題を開きたいといった信徒には、 立山位荼

羅に描かれた図像の内容を直接的に語る楊合もあっ

ただろうし、 鉗年の廻柏でその内容はすでに知って

いる信徒に対しては、 立山姶茶羅は礼拝画として楳

能しており、 むしろ 、「弘辿」を法災全休を指すもの

としてとらえ、 そのうちの泌法 ・ffri汲がその主災祁

であったと名えることもできよう なお、 立山位荼

甜r'.が、 儀式を行うための空間を現出させる槻能や礼

拝圃としての様能を持っていたことは前掲のNo.02-

21「絵伝三拝」やNo.08-10「御此陀羅掛夫々様拝被

遊候事」などの品述からわかる c もっとも、 宝呆坊

の立LI」'辿茶ぷ罷は先述のとおり、 三河国西尾渚主で江

戸ぶ芦府名中の松平釆全が描いた作品で、 その表装に

は徳川将軍のお召し衣も使用されているので、 他の

作品以上に礼拝画として の価値を持っていたから、

俗行にとって、この此荼禅ならではの活用の仕方と、

儀式の進め）jがあったかもしれないことは考屹tして

おく必要があろうし

泰iJか勤めを行う前かあるいは終えてから 、 昼食

として御斎が出されている·F例が見られる。 その状

況は次 のとおりである ., No.01-06·08·13 昼食、

No.02-01 夕食 、 No.02-14·36 昼食 ・ タ食、 No.02-

17·21 昼食、 No.04-10 昼食 、 No.09-07·08昼食C・

4-6. 特別な法事の際にも行われた招諮

中；'t家での特別な法・'Ji:の際にも 、 立111父茶点1'1;を使用

して｛義式が行われている。 以下、 そうした'F例を2

件あげておく一

No.01-14 「麹町水井奥之助様御内寿信院へ参り，

御絵図相掛ケ井況法ノ後二放生会二うなぎはなし、

む作法ハ三礼“ 、 次二阿弥陀経、 次二瓶ノ水中さ水

を加持メ入べし ·, 」

No.03-08「渡辺円斎様品照院不味妙鋭大姉磁I違仮

二付 、 御絵図井涅槃像懸ヶ御筏類方へ参詣二付、 派

説いたし。」

祁i江 允／立ill父茶；術の絵昭さJ. lf考

No.01-14では、 松家の姓町 ・永井奥之助宅で立山

此荼羅を掛け、 説法を行ったのちに放生会を勁めて

いふ放生会は仏教の不殺生の思想に基づいて、 捕

らえられた生類を山野や池沼に放ちゃる儀式であ

る。 迎常、 神社 ・仏寺では陰／裕 8 月 15 日に行われ

ることが多い。 永井宅では、 うなぎを放している っ

なお、 宇泉坊の蔵， 1 ;:のなかに、 放生会にかかわるも

のとして 、 「放生手引芍:J (天明3年）や「放生報応

梨』（第 2 d.<No.072 、 文化 3 年）が兄られふ柏家

での依式の執行にあたっては、 ·J;: flriにこうした梓笥

の内容を参名にしていた11fil性もある。

No.03-08 では、 柏家の渡辺円斎宅で法·J;:のお述夜

を勁めた際に立illヽ辿荼羅と涅槃図を掛け、 参狛した

級頬ガにi斑説を行っている

4-7. 話題

立山父荼羅が掛けられた「楊」 では、 No.01-07

「弘辿」 やNo.01-14 「汲法」、 No.03-31 「ii.嘔」が行

われたが 、 そのときには次のような内容が晶られて

いた。

「咄ハJ1:5□□(2 字雅祉）如米」(No.02-07)、「咄し

国寺咄 、 井二十七番咄シ」(No.02-09)、「祇説は束上

厄沙汰王咄、彫刻釈迦如米之咄、j」ヽ：他色々御咄仕候。」

(No.02-31)、「大貪エf綺王咄しいたし。」(No.04-

07)、「ーノ谷七番咄し」(No.04-14) (立Lil'辿荼羅に

これに関する図柄がある） 、 「；必法阿弥陀経井周菊咽

子·F」(No.04-13)、「一念発起努提心咄し」(No.05-

20)、「称名川咄し， 欲ヲ以思徹すれば徳二沈之咄

し」(No.05-33) 、「小町咄し 、 修羅追咄しさ;-;」(No.05-

36)(立山此荼羅に修羅近の図柄がある）、「称名川咄

等」(No.05-37) (立山位荼祉にこれに関する図柄があ

る）、「布柏供旋咄し」(No.06-15) (立I Li'辿荼羅にこれ

にI見する図柄がある） 、 「位我咄し」(No.06-18)、「三

界 ‘ぶ．：筵女咄し」(No.06-34)、「三界 ＇ぷ之御 咄し」

(No.06-35)、「f:J: 山姥之咄し」(No.06-40) (立ilJ'.此荼

羅にこれに関する図柄〔芦餅寺の姑•'.;(〕がある）、

「大どん（貪）王咄し」 (No.06-44)、 「称名川 咄し」
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(No.06-47) (立山没荼羅にこれに関する図 柄があ

る）、「菩提六根咄し」(No.07-01)、「十当井慈窯咄

し」(No.07-03)、「慈窄之咄致、三度柴咄しいたし。」

(No.07-03)、「地蔵弥之御咄し」(No.07-22)(立山父

荼泄にこれに関する図柄がある）、「種々御咄し」

(No.07-23)、「 七番咄」(No.08-03)(七番は一ノ谷の

話し。 立山位荼羅にこれに関する図柄がある）、「地

蔵椋咄し」(No.08-03)(立山給荼羅にこれに関する

図柄が ある）、「仏法俯たとひ御噺」 「六根返之御咄

し」 (No.08-10)、「八番長谷川観音ばなし」(No.10-

01) 

以上の事例から、立山位荼羅が掛けられた「瑞」で、

立山位荼禅の画像の 一 部やそこに込められている思

想の 一 祁に関わるテ ー マで「弘通」・「説法」・「演説」

が行われていたことがわかる。 ただしその際、泰音

が立山父荼羅の画面から、 1処辿の画像を実際に指し

示したりしていたかどうかは判断できない。 立山此

荼品ii£が掛けられることで、儀式のための空間が現出

することが前要であり、その際の説法は、 立山位荼

羅の画像内容と切り離されて行われていた可能性も

ある。

また、 立山笙荼羅が絵解きされるとき 、それに描

かれた画像の内容だけがいつも同じように語られて

いたわけではなく、その時々に、 立山虻荼薙にぱ画

像がなくても、ある特定のテ ー マを決めて品られる

ことも多々あったことがわかる。

さて、話題のなかに 「 ー ノ谷七番咄し」や 「八番長

谷川観 音·ばなし」、「二十七番咄シ」など、番数が示

されているものもある。 少なくと も27番ま では話

題があ ったということである。 なお、「八番長谷川

観音ばなし」については、宝泉坊 の蔵苫のなかに文

政5年(1822)開版の『大和国長谷寺緑起（塁山長谷

寺略緑起）」が見られので、この緑起と関係した内

容を話していたとも考えられるc

「ーノ谷七番咄し」(No.04-14)、「小町咄し、修羅

迫咄し等」(No.05-36)「布柏供殺咄し」(No.06-15)、

「母山姥之咄し」(No.06-40)、「称名川咄し」(No.06-
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47)、「地蔵帷之御咄し」(No.07-22)などの話芯は、

立山蛤荼羅の画面に渕辿の画像が含まれており、そ

れを指し示しながら語っていたとも考えられる。

なお、「地蔵帷之御咄し」については、一 般的には

立山信仰に直接かかわる地蔵;!.\(の話題が語られてい

たと考えるのが妥当であろうが、ー方では宝泉坊の

蔵•井のなかに「地蔵菩菰．虚験記 巻第ー・ 巻第二jゃ

「地蔵菩［巌応験新記jなどの・,,け密が見られるので、こ

れらの内容も参考にされ、ときには，沿りに盛り込ま

れることもあったのであろう。

4-8. 布施・血印・散錢

秦音の廻柏日記板から御絵伝招訊iに関する部分を

抽出していくと、泰音の勤めに対して校家が寄進し

たお布施が，氾されている楊合が多い。 その際、布施

料や初穂料、廻向料、散銭、血印、血盆経等の項目

で金額が示されている。 特に御絵伝招，］けが行われた

ときには、血印が多く頒布されている。 その具体的

な状況は第l表の「内容」の項目に示しているが 、さ

らにそのなかから 立山姶荼羅を掛けて行う｛義式に対

する散銭（森銭）と血印に関する代金を抽出してみ

た。

以下 、散銭 の金頷の状況 を示しておきたい（惟

位：文）。

(100文以下（単位は「文」）］

32·36·60·72·84·92·100 

【200文以下（単位は「文」）】

105·112·120 -124·142·160·164·168·180· 

187·200 

(300文以下（巣位は「文」 ）】

210·212·216·232·234·250·272 

[400文以下（単位は「文」）】

331 ・ 334·350·356·365·365·376·381·384·

400 

【500文以下（単位は「文」 ）］

450·464·500 

【500文以上(.弔位は「文」 ）】



500·508·520·560·604·652·904·914·950·1 

朱100文・ 3 朱。

以上の内容から 、 散銭は500 文以下 (100文~400

文）が多い。

ー方 、 血印料は 一人概ね136 文で、 複数人の瑞合

は136 文から137文の倍数であることが多い。

幅江 充／立ill:及茶羅の絵鮒き再老

4-9. 世話人

宝泉坊の江戸の枕那場では 、 師杞関係の新たな勧

誘など、 世；；舌人として同坊の廻松配札活動を支援す

る松家が存在している。 小石川西宮坂上御掃除組屋

敷の寺的円蔵と芝口1丁目の平柴届幸七（炭店）、

深川の埒川喜代松、 深川北六問堀下ノ柏の沢田届仁

兵衛らである。 寺l嶋氏が仲介した事例はNo.02-29 ・

31 、 No.03-24 、 No.04-18 、 平柴／至が仲介した事例

はNo.02-40 、 埒川氏が仲介した事例はNo.03-22 、 沢

田困が仲介した事例はNo.04-13である。

5. 宝泉坊の蔵書目録に見る衆徒泰音の教蓑

5-1. 泰音に対するバ ー シヴァル ・ ロ ー ウェルの

印象

宝泉坊衆徒の泰音は義父から江戸の秋那楊を引き

継ぎ 、 その経営に活趾した。 地方虚山の一階の御師

が 、 江戸城大奥や諸大名家に立山信仰を広めること

に成功したといった点では 、 強烈なサクセスストー

リ ー の持ち主である。

泰音が・,'r-き残した江戸の柏那場での廻枕日記板を

汝むと、 杭那楊経営の成功の秘決は、 やはり彼の人

柄やオ t:r:によるところが大きいと思われる。 典味深

いのは 、 彼が江戸のいずれの身分階級の粗家たちに

も、 登＜ほど親し＜受け入れ られていた点である。

とりわけ大名届敷などでは、 奥女中たちに懇意にさ

れているのが面白い。

ところで、 アメリカ合衆国ポストン出身の天文学

者で 、 冥王星の存在予測やロ ー ウェル天文台の建設、

火星研究やあるいは日本研究家としても箸名なパ 一

シヴァル ・ ロ ー ウェル (1855~1916) は 、 明治22年

(1899) 5 月13日に芦餅寺の宝泉坊に宿泊し 、 そのと

き 、 当時仰居生活を送っていた泰音と直に面談して

いる。

どうやらロ ー ウェルは泰音の人間味にいた＜惹か

れたようで、 のちにそのときの泰音の印象を彼の落

杏「NOTO」171のなかで次のように詳しく述べて

いる。

「彼は社交性に窃み、 西洋人が到沿したと問くと、

自分の離れからわざわざ足を迎んで、 私に会いにや

ってきた。」

「さて 、 なかなかの美術竹蛮品の愛好家である1唸

居は 、 玄l¼Jにまで出て私を迎え入れ 、 二階の一 室に

案内すると 、 かずかずの自投の宝物を見せてくれる。

部因は、 つ づれ織り校様の雅致のあるしつらえで、

彼にとってそれがいかにも自投そうで 、 家の建て方

はシナ風で 、 主人公の古典趣味がよく生かされてい

る。 しかし、 それにも培して感心したのは、 彼がこ

の家の周囲の風鋲を、こよなく愛している点である。

さらに 、 私の心を動かしたのは、 彼が立派な茶人で

あり 、 茶迫と自然との調和こそ 、 彼のもっとも意と

するところであることだ。 彼が愛してやまない娯色

に見とれていると 、 彼は茶棚から風変わりな形の壺

をとり出し 、 その壺からハチミツをコップにそそぎ、

私の前に差し出した。 私は押しいただいて、 この修

道 1府が飲む 、 香気あふれる飲物をいただく。 これは

自然の手になる薬液で 、 貶逆者たちの間では、 貸煎

品として飲まれているものである。 その中に、 この

世に生きながらえる月日は、 そう長くはないが、 ま
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だまだ人間味にあふれている1紅府さんとお別れする

時がやってきた。」I>'

この件からは 、 わずかな時I/けでロ ー ウェルを惹き

つけた泰吝の社交性や人間味、 そしてその上台となっ

ていた思われる彼の知性や教必の香りが涼っているc

5-2. 宝泉坊の蔵舌目録

宝泉坊衆徒の泰i'i・ は 、 江戸の柏那楊で立山位荼品it

などを活用した砂J進活動を行い 、 輻広い階培の人々

に立山伍仰を広めることができて いた。 t磁炭では、

立ill'.辿荼羅に描かれた図像の内容のみならず 、 輻広

い話題で説法や演磁を行っている。 そうした活動を

可能とさせていたのは、 彼の日頑からの勉学であっ

たと思われるc その企名が自ら品した宝泉坊の蔵 ，'r

目録が残って いるので、 その内容をもとに泰斉の

「知」の 一 端について検討を試みたいっ

祓 ， 序目録（写真: 1) の形態は折紙で 、 縦12.5cm x 

柚19.0cm であるc 表紙 はないC• 全18 丁で、 うち品

叔されているのぱ7丁表までである。 この1µ1涌面に北

された内容を整理してデ ー タペ ー ス表（第2表）を作

成したc

まず 、

ている

この蔵 ， 1:: 1=1録には全86 点の ，
r :: 名が記叔され

具1本的な湘名などについては第2表を参照

していただきたいc 目録上の4と），設）Ill'\を示す番号の柚

にふられた「●」印は 、 旧宝泉坊の所蔵史料として現

存している ， 序笥を示している。 また「＊」印は、 宝呆

坊の廻柏日品板に関述の，池i如が見られる占じ籍を示し

ている3

蔵 ，
l ド目録に掲載された ， 杯籍の種類を国 ，

I }'総口録の

分頷で見ていくと 、 血'.: 本 、 往米物、 浮l.!.t亨子 、 仮名

窄子、 物品、 咄本 、 寺）浣 、 仏教 、 兵言、 天台、 浄土、

真宗、 臨済 、 日述、 心学、 声明 、 教 ，�II 、 没，存、 俳諧 、

歌生、 迫歌、 花迫、 ，
閃 ｝：迫、 伝品、 突録 、 戦品 、 軍記

物語、 和符、 地 ，認 、 辞占： 、 手鑑 、 lゼ ぶ 占卜 、 年表な

このことから泰音が宗教者として当ど実に幅広く、

該分野はもちろん、 他の分野に対しても幅広く腿味

を抱き、 自身の教投や学哉を邸めようとしていたこ

とがうかがわれる。
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それでも強いて特徴を あげるならば、 やはり衆徒

の蔵占であるので宗教1月係の ，
1 :: 藉が多い c しかも 、

/'i前寺 山は天台系であるが、 同宗派にIYJする ， り噂t

だけでなく、 様々な宗派の仏教占を所持している。

これも 、 宝泉坊が松那楊で様々な宗派の人々を柏琢

としていたからであろう。

旧宝泉坊にぱ 、 i祓 ， 'f目録に ，記された ， 'n布邸外にも

多くの・, I }=笥や経．典が残っている c なかにぱ4臼予が求

めたことが注品されている「両界種'j:: 梵字狛J (俗音—

が弘化4年に求めている）や『一：千仏名経 他j (岱音

が安政2年に求めている）、「阿弥陀経(!iさ音が安政

6 年に求めている）jなども含まれているc

さて 、 IR宝泉坊に残る江戸時代の祓 ， 'l'については 、

第 2 表のNo.006「阿倍仲麻呂入I,仔記 J ゃNo.010「善光

寺如米緑起』 、 No.020「生花吊泌余JIも』、 No.031「|—

王讃咬紗J、 目録外の「両界種字梵字梨Jなどに見ら

れるように、 俗吝が弘化 4 年 (1847) 頃から ， '::1布を入

手 し始めて い る， さ ら に、 必永期にNo.035-

No.047· No.055 、 安 政期にNo.048 -No.05 1· 

No.056· No.060· No.062· No.067、 万延期に

N o.069 -N o.086 といった具合に 、 次第に，客秘され

ていっている， これは宝泉坊の家の·J;・・·h'i'と辿動して

いる， すなわち、 宝泉坊では天保 13年(1842) 2 JJ29 

l」に当主の照円（俗吝の必父）が死去したので、 息子

の泰音がその跡を継いで、 江）ゴなどの各地の杭）�i>J-])j

で廻柏配札活動 を行わなければならなくな った(!iさ

=j"j· は16 オから配札を行った）， 杭那楊で様々な身分

の多くの人々と交流するため 、 宗教的なことはもと

より 様々な教淡や 一 般-,:;(· 晶が必要となっ たのであ

る。

る＾

そこで様々な淋籍を入手し学習し始めたのであ

そうして宝泉坊の祓 ，
1::が次第に裕桔されてい＜

こととなった，

5 ー 3. 寿信尼からの舌廷の寄進

泰彰 の安政 5 年 (1858) 『受納叫には 、 安政 6 年

(1859) の 4 月 4 LI の条に、

〔祁分〕



福江 充／吃ill•及茶罪の絵解さ11i名

ー 、 全弐朱 /i: 官忠七

(1月1 R)右為痔信尼務提被納。 外二、科，注無恢）手
経;:& 1111-、 集1�1j□ (l字欠拍）本壱!llr、徳本上人御況伝

も； mt 、 祐天1伽F.利益品必冊、風呂放壱ツ、錦袋必ッ，

）ふ伍院為舒提二被納、）全信与本二品·F
七申。 忠七江上候']ら渡辺氏帰り泊り c,
と品1戊が見られ 、 炸信／ビと称する人物から左官忠七

をとおして、 宝呆坊に 「科註無： ,:: 寿経』、「�1j1j□

(l字欠拍）本J 、 「徳本上人御汲法」、『祐天1,;、1正利益
品」 などの ， 柑箱が ‘

，ーが進されている3 このうち「徳本
上人御説法』 と『科注無斌痔経」は現存している

所j . i 図こは「安政六オ切伶 、

）品信法）ビ命終後二知吝左官忠七方拙坊江 御送り被

下。 越中州立l上1宝泉六卜ニ世現住泰斉（復飾佐伯左
内）誌」と品戦が見られ 、 後 ， ';-にも「右1- m1-者安政
六己未 ・-,(�、肥前平戸新田城主松ifil数後守様御内寿伍
院ヨリ為辿物拙俯江御送被下， 泰音誌」と品叔が見
られる，

後停については、宝呆坊の蔵 ，
1 :: 目録にも内名が；；¢

叔されており(No.060)、

肥前i平戸新田城主松浦塁後守様御屋放内 、 寿似尼為
辿物 、 拙1,;�, 被譲被下。」

た⑳

施主左官忠

大川端松 rm 大和 ＇折様御／桑放

さらに「安政六己未イド

と ・t-1: 品がなされている。

右

}.-j心｝ビは宝呆坊の松家で、肥前国平戸湘松iii!氏の
本所の下届敷で奉公していた19。 彼女の実家は小舟

町1丁目祈迫の左官忠七家で、宝泉坊の柏家であっ

なお、忠七はそののち人）f猜町杉森庄助｝生放稲

荷1—j1jに引っ越している 寿伝／ビは '-i,: 呆坊 の松家で 、

庭町3丁目谷の水井奥之助Aと同屈しており'"' 、

ノ後二放生会二う なぎはなし、」

このときまでは寿伝）との生存が確認、できる。

ク

r̀ヽ

こから松油氏の下届放に通っていたものと思われる。

宝泉坊の安政2年(1855)「奉納l軋＇（』（芦11府寺宝泉坊
所蔵）の安政3年(1855) 3月23 n り条には、「姓町水

井奥之助梯御内寿伝院へ参り。 御絵図相掛ケ井説法
と品叔が見られ、

したが

って）ヽ ）；イ丘尼はこれ以降、彼女所蔵の ，
I } A府が宝泉坊に

寄進された安政6年(1859)までのあいだに死去した

ものと思われる。

安政6 年(1859) の•井箱の寄進以後、 万延元年
(1860)にも、寿信尼の辿物として彼女の ，

in布が宝泉
坊に寄進されている。 宝呆坊の蔵 ，

1 ::目録に記された

芥籍のうち、第2表No.069-No.086の峠紐であるc

また、宅泉坊の｝羹応2年(1866)の柏．那帳（芦耕寺雄
山神社所蔵）によると、 松浦氏の家臣の歪ii梵将',州の

仲介で、寿信尼が生前使用していた渚道具類が宅泉
坊に寄進されている:13>

.,

5-4. 泰音の古花賠入
窄泉坊の「布片土派物ft」には、「ー、

利兵術、大和屎半兵英殿、1芍本店」と（氾叔が見られ、

同坊の柏鋲に狩本店を ‘蕊む者がいたことがわかる 3

岱音の文久元年(1861)「柏那廻口品」には「 ·、
ニ国志借代」と品され 、 岱者が「三国志」を32弐文

文で偕りていることがわかるが、

貸本届から湘籍を偕りることも多々あったのだろうc

また、 俗音は廻桁配札活動で江戸の柏那楊に滞在
中、 度々湘籍を購入している，

泰：i子の安政2年(1855)『奉納賑jには、 谷末の「小
遥此」の箇所に「(-1)115日）弐百八十文
七文ツ、」と品され、絵本1 nuを280文で購人してい
ることがわかる。

必水6年(1853) 「休泊ぐダ滸·Ji.謡船
舎Jにはな末の「造用伐」の箇所に「，，（茄水6年5月
21 o) 四百八拾四文

6年5月23日）

年5月24 LJ) 

さ れて い るc

幼学；；寸韻等」や「，，，（必水
本と冊」、「,, U&水6ー、百八文

ヽ

J J 15□)-、六百七十二文

月21日）一、百文
(1字欠拍）百八文

＝百七拾五文

田所町家主

-. -t-

おそらくこうした

絵本必冊

立Lil窄泉坊粘

経苺本必冊」と品
こ のな か の 「幼 学討組」は第2表

No.065のに韻砕金幼学便認』で、泰音が茄水6年
5月21日に484文で購入していることがわかる，

底合の安政5年(1858)「受納品」にはな木の「江戸

・ ロロロロ(4字欠拍、「二而小造」か）筵」の箇所に 、

「(2 JJ20日）一、百十文 王翰化迫交梨求ル」や「(4

西谷名目 上F」、「('1

止観大意」 、 「( 5月12 [I)-·、口
錦絵」などと品されている， こ
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のなかの「王翰化追交集」は第 2 表No.062の「王翰化

追文狛」で安政 5 年 2 月20 日に110文で、「西谷名目

上下」は第 2 表No.057の「大字西谷名目 上下」で同

年 4 月 15 日に672文で脱入している。 また「止観大

意」は第 2 表No.067 「止観大意講録 全」で同年 5

月12 日に 100文で購入 していること がわかる。 元治

2 年 (1865) 「村｛那廻珈阪」には 、 巻末の「江戸二而小

造筵」の筒所に「 ー、 金弐（以下判泣不能、 朱か？）百

五十文 法花経 壱部」や「 ー 、 百文 新・丼画栢録

を冊」と記されている。

宝泉坊の 蔵・,'r-のうち『地蔵菩薩
‘
ぷ験記 巻第 ー ・

巻第二j の表紙には280文の貼り紙が見られ、おそ

らくその値段で同・,';-を購入したのであろう。

5-5. 宝泉坊の蔵舌に見られる諸縁起

宝泉坊の蔵-.i ::のなかには、 多くの澁稼起や物品な

ど が 見 られ る 。 今、 そ れ ら を挙げてみる と 、

No.010 「逸光寺如来緑起J、No.084 「九品山略緑起j

（文化9年）、「身代観世習略緑起（武州橘樹郡稲毛領

細山村 F彫；出山 香林禅寺）」 （ 安永3年）、「十三仏

功徳緑起（越中州立山芦絣寺秦習悪筆写之」 （弘化 3

年））、「上野国板倉大同山宝福寺緑起（上州舘林伊豆

111後又号大同山観音院宝福寺緑）』、［邑芍大師兵彩

略緑起 武州荏原郡胤｝木光明寺j、「造徳塁太子略緑

起 三帝勅頻所 三）廿額田郡保母村六名山且御坊勝

堡品寺」、「弘法大師略緑起j、「菅神御直作 千手賎

吝緑起 市ヶ谷光徳院（武州悶島郡市谷村七星山光

徳院千手観音緑起）j、「厄難除 火防 鉦冠菜師瑠

瑶光如米略緑起』、「直士山出現輿朽地蔵 I附．略緑起

（駿州駿 束郡御厨古沢通り上小祇村去来原卓錐山地

蔵神院再販）」、「東山銀I褐寺略緑起」、 「天拝 ー光三

！獣．仏（天拝 ー 光三将．仏略緑起）j、「名号根本由米 宝

泉坊在l直（第六番尾張国 ＇常滑絲引寺正住院）」、「地蔵

怒燦'.,'減知じ 咎第 ー ・ 巻第二j、「観音:.談験記 券

三j、 No.018 「辿成寺‘ぶ．：縦品」、「富士人穴物語りj

（文政 5 年）、 No.047 「佐世の中山夢物語」 No.086

「小夜中 山‘ぶ字紐叫、「永代燈明詞附勧進1阪 浅亨燈明
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寺」（弘化4年）などである。

これらは、 衆徒が廻柏配札活動で多くの人々と交

流するために必要とする教投を邸めるためのもので

あったり、 あるいは説法や演説を行う際の話姐に活

用されたり、 衆徒自身が緑起や勧進品を作成する際

の参考文献として活用されたものと考えられる。

5-6. 芦蛤寺実相坊の「話説」

宝泉坊の蔵位のなかに 、「越中の国立山大権現の

由来井義腎行者の入定之訳」と題する直箪の冊子が

見られる。 法岱は縦24.0cmx 横16.5cmで全10 丁で

ある。 表図の下に「活説 私之独言記候」と記さ れ、

さらに谷末に「立山実相坊」の署名が見られるので、

この冊子が芦峨寺実相坊によって記されたことがわ

かる。 おそらく実相坊の衆徒が実際に行った法話を

まとめたものか、 あるいはそれを行う前のシナリオ

のようなものと考えられる。 なお、 この冊子が立山

姶荼羅の絵解きと直接かかわるものであったかどう

かは、 これといった決めてがなく、 判断がつかない，

実相坊は宝呆坊と同じく江戸を柏那均としてお

り、 毎年、 廻村｛配札活動を行っていた。

この冊子では江戸時代後期、 民衆のあいだで熱烈

な信仰と人気を集めていた木食堂（念仏行者）義毀

のことに も触れられており 、 実際、 義毀は天保11

年 (1840) 8 月に越中 立山で修行しているのだが:tll'

それにかかわる記叔も見られ、 この冊子の成立はそ

れ以降と考えられる。

大まかに内容を見ていくと、 ①立山耕l山緑起、 ②

芦餅寺の饂帷、 ③立山祁定登山案内、 ④立山と義腎

とのかかわり、 ⑤立山地科などの内容が記されてい

る。

岩峨寺延命院所蔵の 「立山手引1,T.」 と同様、 この

冊子 の内容も 立山信仰に直接かかわるものばかり

で、 ほとんど脇迫にそれることはない c 立山衆徒の

あいだで法活記録やあるいは立山＇此荼羅の絵解き品

録が残されるとしたら、 こうした立山大緑起や立山

略緑起、 立山にかかわる古典など、 既存の立山がら



みの内容をベ 一 スとして作られたお手本的ともいえ

るようなものが、案外意図的に残されてきたのでは

なかろうか。 もしくはお手本的なものに慈図的に整

理されたのではなかろうか。

5-7. 泰音の能楽鑑賞

宝泉坊泰音の安政5年(1858)の廻校日品板「受納

品」に、「五月十五日、和泉（以下数文字欠損）能拝見

被仰付候二付、 昼後（以下数文字欠拍）拝見仕候・・：Jj'.。

御能番附左二記ii団。」 と品載が見られ、あわせて「御

能井御囃子組」と辺して、「嵐山」（脇能物 ． ；沙幻能）、

「末版かり」（狂言・脇狂言）羞弁炭（能• 四番目物）、

羽衣（能 ・ 三番目物）、扱山伏（狂言 ・ 鬼山伏狂言）、

小鍛冶（•歩幻能 ・ 五番目物）、�:そ℃山（能 • 四番目物）

戸田左IJIJ様、当庶（当麻）の涼目と配役などが記され

ている。 さら にこの条の末尾にぱ、「足方千秋楽阿

福江 充／立111•'1'.荼靴の絵iり名き再苓

り。 右之通り、庖々梯方御故、拝見冥加至極fF御座

候。」と泰斉のわずかな感想が記されてる。

この能は、 三河国西尾溜第14代滞主の松平釆全か

が主催したもので、役者たちに交じって乗全自身も

「小鍛冶」を、また乗全の嫡男乗秩26) が「羽衣」を、乗

秩の義父の戸田左IIL戸が「芸在山」を、乗全の娘術の

松平市正2';) が同じく「広在山」を涼じている。 泰音は

乗全のはからいでこの能を鑑'.Gさせてもらったので

ある。

能以外に、泰音は芝居も鑑‘立している。 泰音の元

治2年(1865)「柏那廻勁阪」の「江戸二而小造立」の箇

所に「ー、五十六文 芝居 根岸」と記叔が見られ

る。

以上、こうした能楽や芝居の鑑裳なども、泰音の

教茂をj•,':jめるうえで大いに役に立っていたと思われ

る。

おわりに

以上本柏では、芦餅寺宝泉坊の衆徒泰音が記した

廻村［日品 I阪を題材として、そのなかから立山蕊荼羅

に関する品叔を全て抽出 ・分析し、いわゆる立Lli汝

荼羅の「招泊」の実態ついて検討を試みてきた。 そこ

でわかったことは、オ立家で立 山父荼嵌を使用し て

「招泊」を行った場合、伝徒に対しては、立山此荼羅

に描かれた内容だけでなく、様々な話題で磁法や演

説が行 われていたことで ある。 さらにこのことは、

立山袋荼羅の，遥り手によって、その人の知諜や教蕊

などに砧づき「招晶」の内容（単に絵解き内容だけで

なく、｛義式の「楊」の作り方や儀式内容そのものまで）

に多様性 が生じていた可能性を示唆するものであ

る。 したがつて、芦朗寺の 一山組織や各宿坊家には、

簡略なシナリオともいえる立山略縁起があればそれ

で··F足り、底本となるような立山此荼羅の固定的な

絵解き台本を紺I]作 ・所持する必要性はそれほどなか

ったのであろう。 これまで芦餅寺宿坊家には立山袋

荼羅の絵解き台本は1点も見つかっていないc

さて、 従来の『立山手引京」を迎材とした研究で

は、立山笠荼羅が、(A)「立LLi開山緑起」、(B)「立山

地駄」、(C)「立山浄土」 、(D)「 芦統寺布柏大泄頂」、

(E)「立山神定案内」 の5つの内容で成立している こ

とや、その絵鮒き台本と思しき「立山手引京』の内

容も、上記の(A)(B) (C) (E)で成立している こ とが

指摘されてきた。

立山位荼羅の研究史を見ていくと、作品自体はそ

の折々で新たな発見が相次ぎ今や49点に至るが、

文献史料については研究に有効な史料•が全く見つか

らず、先述の研究成果があたかも立山此荼羅の絵解

きの世界の全体像を語っているかの如くイメ ー ジさ

れてきた感がある。

今回筆者が示した宝泉坊衆徒泰音の・:•J
[
.例は、器末

の時期、そして特定の宿坊家、しかも大都市江戸と

いう特殊な地域の事例といった問題点もあり、 こ れ
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が一 般的な芦勅寺衆徒の立山父荼羅を使用しての勧

進活動の実態とは言い難い面があるが、 それもI· 分

考慰したうえで、 従米の立山父荼羅に関する画 ー的

な研究方法、 及び平板的な研究成果に対しかなりの

膨らみをもたせるものと考えている。

江戸時代後期、泰行は江戸の柏）If\場で商人や職人、

下級武上らの庶民1,:1にだけでなく、 江戸城の関係者

など近世身分制社会の泣上�:·1の人々までにも布教・

勧進活動を展IJf.Jしたc そうし た人々の知哉や教必、

穂味、 あるいは寺；;1'iけ；\ill I文上の加I函宗派は様々であ

り、彼らの受容にひとりひとり丁宇に応えるために、

岱音は立Lilイ丘仰の直接的な内容はもちろん 、 それだ

けではなく世の中の輻広い欠I.I,;;·むや教必が必災となっ

たものと忍われるc したがつて 、 秦音の「招；;n」にお

ける話迎も、 り幻こ立．山此荼羅の画像内容にとどまら

ず、 その輻が多）j而に広がつていったことは本松の

本論で指秘iしたとおりであり、 それと辿勅して俗音

が知哉・教必を身につけるために次第に多くの内罪

註

を人手するようになり、 自己の研箱に励んだものと

考えたい， 宝泉坊の蔵, I ;-は、 4さ醤が義父の照円から

天保13年(1842)に家仔を相続し 、 そののち鉦年江戸

の松那拗で廻杭配礼活動を行うようになって帆迫に

来っ た弘化4年(1847)頃から次第に裕枯されてい

る その1呼娯には、 泰令が生涯に多くの日品飯や諸

品録を ，
I ;-き残した品録］臨であったことから推される

ように、 自身の人並み外れた旺盛な知澁欲や、 柏那

場が湘藉の人手に布利な江戸であったこと、 硲府老

中の松平乗全をはじめとする諸大名など上級坑分者

と身近に接しなければならなかったことなと
，·
、 特殊

な条件があったことは忘れてならない C -!, さ沓の経歴

を兄るにつけて、 もちろん本人の森 ftに依るところ

は大きいが、 それにも妍して閑災が人を成長させて

い＜ことを実感するのである。 立山此荼甜I:の絵解き

の話題もこうした品り手の教投 ・ 知澁次第であった

に辿しヽない ，-

I) ti,\江允面「立山蛤荼羅研究関係

文献口録」 r 、'Lili位荼淑
＇
： 物品の

空H:J (54頁 ·55貞、 富山県［立

Iii栂物館］、2005年）。 立山吐茶

羅に1月する研究史を検，；寸するに

ぱ、 ヒ品のH録が参名になる。

2 l 1立後の芦餅ミ炉衆徒として太平

洋救'je後まもなくの時期まで、

妥知県などで廻柏1兒札活動を行

っていた芦紛寺泉蔵坊（富山市

梅沢町の天台宗円隆寺）の佐伯

秀胤氏が、 昭和63年3月6日に

立山Jiffの佐伯省次氏宅で、 同家

の法Fの折に行った立山蛤荼羅

絵解きの品録テ ー フが残ってい

る c これによって立Lll·此荼羅の

絵解きの劣囲気を知ることがで

きる＾ 佐伯4幻£ ・ 輻江充甜「芦餅

寺ID宿坊衆徒佐伯秀胤氏の立i!J

'辿荼羅：絵解き（テ ー プおこし：

佐伯泰正、 解品：糾江充）」「ヽiこ

山位荼禅' 物，沿の空H\jj (47貞～

52頁）^

u兒 話文学」、 笠11\J .'l'I浣、1979年）。

4)富山叫［立11JNi物館J t植 r 、,L

11.i邸物詑イベント「立Lil•比荼羅．

を馳＜」一絵JiJ名きのIU: 界（林雅

彦犀ii)」（富IM,�[立Lil柚物餡］、

1995年）。 林雅彦「絵解き台本

「(1: 山父荼；,砒」」（「絵解き研究l

2号」、1996年）。
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3)林雅彦「r 立山父荼羅j諮本牧

のぶみ」（「国点t1,J文論集7乃」、

1978年）、J,;J「、必油文学と絵陪き

一立山地紘と女人をめぐる周辺」

（「伝承文学研究2 1乃」、1978

年）、 同「＜絣沢〉「立山手弓J!,'(j」

(「学習l浣女了・短閑l大学紀災16

叫、1978年）、「絵陪き台本「立

山手引；；O:j小牧」（「論窮品品と

5)林雅彦「絵jfJ名きU飯 台本尖

「立UJ,此 荼羅」絵陪き」（「「日本

の絵解き」サミット殴岩集 ii.I 

岳".亀1,立拗と絵解き」人間文化研究

楳構辿叩）f究、2006年）。

6) DVD版-VHS版「｝鴻環の絵

解き 立ill父荼羅（口甑：米！以

災、 監修：林雅彦）」（北国新IJi-J



社出版局 、 200S年）。

7)この咲の 一 辿の品述について

は、拙冴r立山イ丘仰と立山父茶

紺t」(11 5-136頁、 岩田占院、

199S年）を参照のこと。

s)この粁tの 一 辿の，迅述について

は、拙→必「立ilJ仏仰と立!Li父荼

紺 一 ）口阻i1'寺衆徒 の勧進活動ー 」

(213以-277以 、 岩If! , I ;: 院、199S

年）。 拙名：「近Ill:立1、|出仰の展J;サ

-/Jnfii訴芦餅寺衆徒の即j砂）i If� 

h父とr"ic札ーJ (43貞-4S真·271

貞-450真、そ；. DJ ,i:: 院、2002年）-

拙稿「芦誼寺宝呆坊の江戸での柏

) Llll拗形成と「ヽi: 山L仰」の展IJ[J

(l ) 」 (「富Lilししし ［立Ll1袖．物館］

研究紀 ＇以• 第15号」 3 頁-66頁、

200S年） 拙松「；'i前寺宝泉坊の

江戸での-1':''I /JI, 楊 形成と「立LI I仏

仰」の展I,り(2)一江戸時代後測

の江} i城）(J)J, /. 必ぴ品大名家をめ

ぐるヽ［山イは仰ー」（「富ILLリ ，し［立

111栂物館］研究紀 ＇以• 第16号1

59頁-77 t'i、 2009年）。 拙船「江

戸城）（尖およぴぶ）ぐ名家と布柏

w·:m 会」（「富山史培 第160号j

13真-35貞、述中火坑会 、 2010

年）。 拙稿「船末期の江戸城大共

や議）＜名家をめぐる立111仏仰」

(「Lil岳11多！恢 第-1 5'号J 15頁～

30貞、 n 本山岳· 修験学会 、 2010

，，ド）などを参照のこと。

9)「懸·F」 については 、 芹前寺教

鈴坊が大坂で行っていた廻板l兒

札活勅において、 その呼称が見

られる こ れ誌';j「;
’

；前芋教多料方が大

坂で形成したf(/./Jli楊と,i•. 山父荼

羅」(r1: ・；山県［立山袖物館] (ijf

究紀災 第11 号J 33 以: �52真

〔砕に37貞·38貞〕、2004年）

10)宝泉坊の明治元年(1868)の

廻柏日 ， ,cl糾 Bのな末には、 立ILL

'辿茶；砒を使用した勧進活動で得

た1冷銭を湘き上げているが、 そ

の瑣目名に、「御絵伝様突銭此」

と見え、さらにその下に「，；，'i待」

と「招，； ,'i」の用品か併品さ れてい

る。 そこでは、「叫j待」のm,;I}が

「招品」の用 ，沿よりやや大きく太

く,;じされている。

11)イム··F法災を裳んで、 その功徳

が死者の死後の安稔をもた らす

ように期待すること。 追逸 同

向が、 夕財義や年、忌法災 など仏教

儀式に よる死名供投や追迫供於

を慈味する楊合もごく 一股的で

ある。 死者の冥似を祈る ，；·k経な

ど の仏教儀式の執行によって 、

その功徳を亡者の成仏促進にめ

ぐる（作用する）よ うに、 そし

てさら にその 功徳が再び逗って

儀式を行う施主にめぐるように、

という慈味から、 回向と呼ばれ

るようになったと名えられる

12)災いを除き胤:iいをかなえるた

め、 イム のカ11,;災を祈ることJ 印を

結び真こを11,'',える

13)炉を出して経文を，；；しむこと。

14) 1H無阿弥陀イLの六字の名号を

10回IIL\えること。 十たび仏を念

することこ 念仏 ・ 念法 ・ 念俯 ·

念Ii父 ・ 念施 ・ 念天 ・ 念休、息 ． 念

安般·念身·念死のこと。

15)水を浴びて身をii'i'めることe

16 l ,:; 明1tt1のこと c 品j[教立の法会

の蚊初に、 祁師が柄香炉を持っ

福江 充/li.111·及茫fii': の絵船,:; /Ii老

て、 イ1、法俯の三宝に対して陀鋸

礼（作法で 、膝を立ててしやが

むこと。）を三度しながら独i�Jす

る。

17 )パーシウ, J・ ル ・ ロ ー エル「N

OTO」｛ホ ー トン ・ ミフリン ， 'r­

店〔ニュ ー ヨ ー ク〕、 1891年）。

18 lパーシウ• アル ・ ロ ー エル.;v,:.

宮綺正明、K「-rm笠 人に知られ

ぬ日本の辺災J (118頁·119貞、

ハプリケ ー ション四卒、1979年）c

駆本は（，泣2)呼，界

19 l宝泉坊の茄永6年(1853)の

柏那似（芦前寺ー山会所蔵）に

「本所大河端椎ノ木松浦様御］俎敷

内、 椛町：：：：：丁口谷水井肛，L之助f

共同）d 一、）'.jイ丘尼 （印） 」とり已

さ れて いる。 宝泉坊岱秤の弘化

2年(1845)の「御初枇梨i•,':j控」

に「 ー、·i'濱Jilli拾疋 松i11i持唸様

（持·:·名を線でri'iして）ふf, ;· の名,iりを

入れている） 」と，心されている c

宝泉坊の天保10年(1839 lの柏

那軟（芦前寺宝呆坊所,i扮に「,,,,j国。

樋木松i,li様居極敷之内、持1翠尼

御取持二rlli」と品されている。

20)宝泉坊の！笈応2年(1866 lの

柏那 I阪（芦館．芋雄LlJ神社所蔵 ）

に「人形町杉森庄助斥：敷稲荷,i,i

ー、 左 ‘化忠七�1 (印） ハシ、

勁 ）、f偏院‘又ぶ 、 界食」と ， ；已載さ

れて いる 宝泉坊 の；；f,· 永6年

(1853)の柏那1iJ�(;"涛:1,寺 ・山会

所蔵）に「小i1-町も丁目新追 一 、

左宜忠I.:: (印）」 と ， ；已載されてい

7 ,;, 0 

21 )宝泉坊の安政2年(1855)の

柏JJじLPJ、（芦前寺宝泉坊所蔵）に
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f);� 町三丁目谷 一、水井卯之助

殿（印）」と品されている。

22)宝泉坊の茄永6年(185 3)の

柏那板（芦耕寺 ー山会所蔵）に

「本所大河端椎ノ木松浦様御屋敷

内、 糀町三丁目 谷水井輿之助子

共同居 一、 ）ふイ五尼（印）」と品

されている。 宝泉坊の安政2年

(1855)の柏那板（芦餅寺宝泉坊

所蔵）に「姓□ （］字欠拍）三丁

目谷永井奥之助様御内（この品

戟は貼り紙。 その下には樋木松

補氏屋敷の住所あり） 一 、 店信

尼」と品されている。

23)宝泉坊の疫応2年(1866)の

柏那板（芦餅寺雄山神社所蔵）

に「本所大川柏椎木 松補様御屋敷

内 ー、 玉骰将曹様 ;J.;, 伍尼澁

道其井淡す等御納被成御懸候也」

と品されている。

24)拙稿「史料紹介「義毀行者当系

山記中復殺Jー木食堂義殴と芦

餅寺ー 山一」（「富山史坑 第138

号J所収、60頁-6S頁、 越中史

況会、2002年）。

25)三河国西尼活六万石松平（大

給）家第4代当主の松平釆全。

26)三河国西尼浙六万石松平（大

給） 家第5代当主の松平釆秩。

27)美菰＇と国大垣藩10万石戸田家第

9代当主の 戸田氏正。 安政3年

10月に応居し 、 左門と改名し、

息子の 氏彬に家将を汲った。 松

平釆秩の正杢は戸田 氏 正の娘

（美i農国大垣硲10万石戸田家第10

代当主戸田采女正氏彬の妹 ・ 玉

泉院）である。

28)数後国杵築溜三万二千石松平

（能見）家第9代当主の 松平親良

（松平市正）。

？】
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第1表： 1到桧伝招請（立山曼荼珂を活用した勧進活動）の実態（その1)
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第1表：御絵伝招詣（立山曼荼渭を活用した勧進活動）の実態（その2)
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第2表：芦飴寺宝泉坊の蔵苫目録の内容（その1)
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福江 充／立111°及茶罹の絵解きN老
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